
　

聖
徳
太
子
（
厩う

ま
や

戸ど
の

皇お
う

子じ

）
ゆ
か
り

の
市
内
の
寺
と
し
て
、
太
子
堂
の
大

聖
勝
軍
寺
と
別
に
、
教
興
寺
が
あ
り

ま
す
。

　

教
興
寺
は
、
蘇
我
氏
・
聖
徳
太
子

と
物
部
氏
と
の
戦
い
の
の
ち
、
太
子

に
近
い
秦は

た
の

河か
わ

勝か
つ

が
建
立
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
飛
鳥
時
代
の
瓦
が

出
土
し
て
い
ま
す
が
、
創
建
時
の
伽が

藍ら
ん

の
場
所
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
荒
廃
し
て
い
た
よ

う
で
、
文
永
６
年
（
１
２
６
９
年
）

に
奈
良
県
の
西
大
寺
の
僧
・
叡え

い

尊そ
ん

と
、

そ
の
弟
子
で
教
興
寺
長
老
の
如に

ょ

縁え
ん

房ぼ
う

阿あ

一い
つ

に
よ
っ
て
復
興
が
始
ま
り
ま
し

た
。
叡
尊
は
、
太
子
信
仰
が
高
ま
っ

た
こ
の
時
代
、
太
子
ゆ
か
り
で
あ
る

教
興
寺
の
復
興
を
め
ざ
し
た
の
で

し
ょ
う
。
教
興
寺
は
西
大
寺
の
末
寺

と
し
て
中
河
内
の
律
宗
寺
院
の
拠
点

に
な
り
ま
し
た
。
南
北
朝
時
代
に
は

足
利
尊
氏
と
直
義
兄
弟
に
よ
り
利り

生し
ょ
う

塔と
う

が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
室
町
幕
府

に
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

教
興
寺
南
方
の
垣
内
共
同
墓
地
に

は
、
如
縁
房
阿
一
の
墓
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
、
令
和
２
年
度
市
指
定
文

化
財
に
な
っ
た
鎌
倉
時
代
後
期
の
五

輪
塔
が
あ
り
ま
す（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

阿
一
は
、
荒
廃
し
た
教
興
寺
を
詠
ん

だ
和
歌
が
『
玉
葉
和
歌
集
』
に
選
ば

れ
た
人
物
と
し
て
著
名
で
す
。

　

そ
の
後
、
戦
国
時
代
の
三
好
氏
と

畠
山
氏
が
争
っ
た
教
興
寺
合
戦
の
折

り
に
畠
山
方
の
陣
所
に
な
り
、
戦
火

の
中
、
寺
は
焼
失
し
ま
し
た
。

　
『
河
内
名
所
図
会
』
で
は
、
江
戸
時

代
に
再
興
さ
れ
た
伽
藍
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
現
在
も
表
門
や
方
丈
（
現

仮
本
堂
）、
鐘し

ょ
う

楼ろ
う

、
池
な
ど
が
残
っ
て

お
り
、
江
戸
時
代
の
境
内
の
姿
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

☆
問
合
せ
　
観
光
・
文
化
財
課
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五
十
五
巻

河
内
名
所
図
会
を
あ
る
く
⑦
～
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
・
教
興
寺
編
～

▲�河内名所図会で描かれている教興寺


